T-Ω法による薄膜磁気ヘッドの3次元記録磁界解析 by 小林, 裕文 et al.
B-1
T-n法による薄膜磁気ヘッドの3次元記録磁界解析
小林 裕文 高木 典昭 津野 和宏 金井 靖
(新潟大学工学部)
1 はじめに
近年,3次元有限要素解析は電磁現象の解明
に応用されるようになってきた.しかし,複雑
な形状と狭いギャップを持つ薄膜磁気ヘッドに
対しては,適用例は少ないように思われる.
ここでは,電流ベクトルポテンシャル 磁ー気
スカラーポテンシャル法 (T-Jl法)を用いて,
薄膜悦気ヘッドの3次元静磁界解析を行なった
ので報告する.
2 定式化
マクスウェルの方程式
roIH =J (1)
divB =0 (2)
B = I↓H (3)
において
yi
図 1 薄膜磁気ヘッド1/2モデル
J - rotT (4)
H =T-gradO (5)
と定義すると,支配方程式
div(FL(Tlgradr2)) - 0 (6)
を得る.
ここでTは電流ベクトルポテンシャル ,0
は磁気スカラーポテンシャルである.(6)式をガ
ラ-キン法により離散化し有限要素式を得た.
3 モデル
解析に用いた薄膜磁気ヘッドのモデルを図
1に示す.なお,本モデルは対称性があるの
で,1/2領域のみを示してある.ギャップ長は
0.5FLm,ギャップ深さは0.5FLm,半トラック帽は
1･0叩1である.本モデルを自動分割ソフト【1】
により要素分割した.これを図2に示す.なお,
節点数は1383,要素数は7115である.
図 2 要素分割図
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4 解析結果
前述の有限要素モデルを用いてコイルの起磁
力肴o.1【AT】,磁性コアの比透磁率を1000とし
て線形解析を行なった.スペーシングを0.15〃m
としたときのトラック中央 (対称平面)におけ
る記録磁界分布(Hx,Hy,Hz)を図3に示す.ま
た,図48羊は記録磁界面内成分を2次元解析で
得た籍果とともに示す.同園から,3次元解析
で得た磁界が,2次元解析で求めた磁界より大
きくなっていることが分かる.これは,ヘッド
構造が先端に近付 くにつれて絞られているた
め,ギャップに磁束が集中するためであると考
えられる【2】.ただし,現段階では,3次元モ
デルの要素数が少ないため,計算誤差による影
響も含まれていると考えられる.
5 まとめ
電流ベクトルポテンシャル･磁気スカラーポ
テンシャル法(T-Sl法)による薄膜磁気ヘッド
の3次元解析を行ない,2次元解析との比較を
行なった.その結果,計算誤差の影響を考慮し
ても,磁界分布の傾向によい一致が見られた.
今後,より正確な磁界分布を求めるために,要
素数を増やし非線形解析を行なう予定である.
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図 3 トラック中央における記録磁界分布
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図 4 記録磁界面内成分の比較
